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 対馬市の皆様、本日は、ほんとうに遠方からはるばる立教大学までお越しくださいまし
て、ありがとうございます。あいにくの天気でしたけれども、雨に濡れたキャンパスもき
れいだろうと思っております。お集まりいただいた皆様にも厚くお礼申し上げます。 
 現代はグローバル化の時代と言われ、グローバリゼーションが非常なスピードで進んで
います。こうした状況に、どのように対応するのかが喫緊の課題とされております。大学
に対してもグローバル化を推進せよ、グローバル人材を育成、養成せよという要請が、政
府、財界、それから広い意味で社会から出ております。一方で政府は、地方創生というこ
とを掲げておりますし、大学も地域連携、地域貢献が大切な課題だと認識しております。 
 しかし、グローバル化という問題とローカルな問題を、どのように関係づけて考えるの
かについては「どちらも重要」という域をあまり出ていない。全体として、これをどう捉
えたらいいのか、十分な考察がなされているとは言えないのではないでしょうか。一時期
「グローカル」という言葉がはやりましたが、これもグローバルという言葉とローカルと
いう言葉を結びつけたことによって、何となく安心してしまうというレベルで終わったの
ではないかと危惧しております。 
 私は、グローバルとローカルは、どちらが大事かという問題ではないと思っております。
グローバル化とは、大事かそうでないかという問題をこえて、現に地球全体のあらゆる部
分を覆いつつある非常に激しい変動です。ですので、グローバル化というものが、私たち
の外側で起こっているものだと考えて、何とかやり過ごそうとすることは、実は現実から
目をそらしているに過ぎない。強い言葉を使えば、そういうことではないかと思っている
のです。 
 グローバル化は、世界の多様性を目に見えるようにしてくれた。あるいは世界の多様な
要素に結びつけて、新たな可能性を広げてきたという事実があります。しかし一方で、そ
の多様性を発見しては、常にそれを消費していく。それを市場化していく。あるいは情報
の中に乗せていくことで、平準化し、単純化してしまう。そういう動きでもあると思いま
す。こうした均質化の動きに対抗して、世界が本来持っている豊かな多様性、豊穣さを擁
護し、生みだし続けることが、何よりも大切ではないか。ローカルという視点は、いま申
し上げたような非常に大きな問題圏の中で、私たちが物事を考えていくときの拠点、ある
いは足場をどのように組み立てていくか、この現実の中にいかに組み立てていくか。そう
いう課題と結びついているのだと思います。 
 昨年、立教大学では「RIKKYO VISION 2024」という、創立 150 周年に向けた立教大学
のありかたについてのビジョンをつくりました。これは主に 40 代の、これから立教を担っ
ていく世代の教職員を中心に、約 1 年かけてインタビューや議論をして、いわゆるボトム
アップでつくりあげたものです。それをまとめた冊子の中に「今後の方向性として 4 つの
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コアテーマを抽出し、議論を進めていきました」と述べている箇所があります。この「4
つのコアテーマ」が、空間軸としての「Global」と「Local」、それから、時間軸としての
「Tradition」と「Innovation」であり、そこから新しい価値を生みだしていく、次代の立教
大学を考えていくための運動として、議論が進んできたわけです。その意味では、立教大
学にとって今後の重要な課題が、グローバルとローカルの関係のありかたなのだろうと思
っております。 
 立教大学は、これまで非常に多くの地域や企業、大学等の研究機関と交流を進めてまい
りました。キャンパスのある豊島区、新座市はもちろん、たとえば山形県の高畠町とは農
業体験を四半世紀にわたって続けております。それから岩手県の陸前高田市とは 2003 年か
ら林業体験のプログラムを実施しておりますが、2011 年の震災以降、陸前高田市を私たち
の復興支援の拠点にし、従来のつながりをさらに強めていく活動も行ってまいりました。 
 そうした中で、先ほど阿部教授のお話にもありましたが、対馬市と立教大学は浅からぬ
ご縁を結んできたわけです。ここにいる阿部教授をはじめ、近世文学や近世史、観光とい
った諸分野の教員が、対馬市をフィールドとした研究活動を行ってまいりました。これま
で長らくご縁があった対馬市と、今回改めてこのような関係を結べたことは、本当に嬉し
く思っております。 
 立教のシンボルマークの真ん中に聖書が開かれている図が描かれていますが、そこには
「Pro Deo et Patria」とあります。これはラテン語で、直訳すると「神と祖国のために」と
いった意味です。私たちは、この言葉の意味を、普遍的な真理と、私たちが住んでいるこ
の現実、私たちが生きているこの世界、地域、社会とを結びつけて、そのために私たちは
生きているのだという立教のミッションをあらわしていると考えています。 
 立教はもともとミッション系の学校ですので、ボランティア活動や地域との結びつきを
深める活動は、昔からいろいろな形で行ってまいりました。今は「立教サービスラーニン
グ」という、ボランティア活動を正課の授業の中に取り込んでいくような科目も始めてお
ります。社会の現場が教室であり、キャンパスであるという考え方です。 
 単に、いわゆるキャンパスの中の教室にとどまらず、地域に出ていく、世界に出ていく
ことで新しい自分を発見する、自分の知らない世界を知ることが、いかに学生にとって大
事なことかというのも、いま改めて、強く感じているところです。そういうところから自
分の可能性を探っていくことは、立教大学の伝統であるリベラルアーツの、いわば実践版
ではないかと思っております。 
 阿部教授から説明がありましたが、ESD による地域創生をめざした、自治体と大学ない
し研究所との覚書締結は、国内初ということです。これも阿部教授がおっしゃったとおり
ですけれども、多くの地域創生が、いかにして経済発展を進めるかという物質的かつ即物
的な、非常に短期的な視野で行われている。そういう中で「人を育てていく」という観点
から地域創生を実践していくことが大切ですし、今回の対馬市と ESD 研究所、ひいては立
教大学との連携がその一歩になっていけばいいと思っております。 
 そのことが、先ほど申し上げました、ローカルな視点をグローバルなものにつなげてい
き、対馬市と立教大学あるいはその他の地域、さらに世界に問題を広げていくことができ
ればすばらしい。 
 対馬市と立教大学 ESD 研究所の今後の連携、それから立教大学の教育、研究にぜひご期
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待いただきたいですし、私たちも期待したいと思っています。本日は本当にありがとうご
ざいます。 
（よしおか・ともや 立教大学総長） 
 
  
